
















                             資料６ 

本市児童の体力の状況（R3～R7） 
 

１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
健やかな体を育む教育の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

体力・運動能力調査 
小学生 全国平均以上の割合 

57.3％ 53.1％ 70.8％ 82.3％ 74.0％ 
50％ 

以上 

評 価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ  

【説明等】 

児童生徒の体力・運動能力等の現状を明らかにし、体育・保健体育授業の工夫・改善のため

の基礎資料とするとともに、子どもの体力向上に係る施策の成果と課題の検証に活用する。ま

た、児童生徒一人一人が体力・運動能力等に関心をもち、進んで自己の体力や能力に応じた体

育的活動を実施するための動機づけとする。 

 
２．課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運動が好きと肯定的に答えた男子が 92.7％、女子が 88.7％で、高い水準である。（小５） 

○経験年数の浅い教員に、体育の授業づくりを伝えていく必要がある。 

○男子は上体起こし、５０ｍ走、立ち幅跳び、女子は上体起こし、立ち幅跳びに課題がある。 

 

    （「令和６年度 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検 報告書」抜粋） 



区分 就学前児童保護者 小学生保護者 

調査対象者 ０～５歳児の保護者 小学１～３年生の保護者 

調査方法 各認定こども園・小学校での手渡しおよび所属の無い者へは郵送による 

対象者数 ２８６ ２２５ 

有効回答数 ２４０（８３．９％） ２０４（９０．７％） 

 

上記のように、多くの方々から回答を得たことから大いに今後の施策の参考となるデータと思わ

れる。その中で気になる結果として「このまま津久見市に住み続けたいか」という問いに対して、

「住み続けたいが転出を検討」「市外に転出する（予定）」の回答が、就学前児童で「１９．１％」、

小学生で「１２．２％」という結果が出ている。 

 

その中で、「市外に転出する（予定）」と回答した方の理由について尋ねたところ、就学前では「買

い物が不便」「小児科や産科が少なく不安」に次いで「大分市など他市の高校や大学への通学が不

便」や「児童数が少なく競争意識に欠ける」・「学習塾などが少ない」など、教育に関する理由が

挙げられたところが見受けられた。 

また、小学生でも同じような傾向が見られた。 

 

また、自由意見を求める欄では、 

〇 津久見高校の特殊性を活かす取り組みの要望や、市内の学習塾や英語塾の充実など教育環境

の充実を求める声。 

〇 高校生など、市外高校への通学を前提とした通学補助。 

〇 医療機関の充実や子育て支援の充実 

〇 天候に左右されない、子ども達が集える場所 

 

などが挙げられた。

 

 

教育水準（学力）の底上げを行ってほしいです。市内には１つしか高校がなく、その高 

校に行っても進学はかなりむずかしいです。子供の将来を考えると誰もが学力の向上の 

為に良い高校、良い大学を選びたいと考えると思います。その際に津久見市内では選択 

肢が無く、市外への転出が増える一方なのだと感じます。親は子供（特に小さい時）の 

為なら住む場所を変えます。子育てにおいて教育水準は大きな判断基準です。津久見市 

で子育てすれば将来の選択肢が広がると思えば転入者も増えるのではないでしょう 

か？具体的には・・・塾、予備校など大手と市が提携し利用料等を補助してオンライン 

授業を受けれる場所を作る。 

 

堅徳小が１０人以下のクラスで淋しいので、市内の小学校がひとつになって欲しい。このま 

まだと転校も考える。 

令和５年度に実施した保護者ニーズ調査結果について 資料７ 




